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地形概説

東京都の東部は、台地(段丘）と低地によって形成されている。台地は武蔵野台地と呼ばれ、古

多摩川により形成された扇状地性の武蔵野段丘と呼ばれる地形面が西から東へ広がっている。神田

川の北側の台地は、本郷台や豊島台と呼ばれ、この武蔵野段丘面に位置する。

武蔵野段丘面より一段高い地形面が下末吉段丘（淀橋台、荏原台など）と呼ばれる地形面で、神

田川の南側から目黒川の間に広がる台地はこの地形面に位置する。この下末吉段丘面は、多くの谷

によって侵食され開析谷が形成されている。武蔵野段丘の谷は、概ね急で開析谷の数も少ないの比

べ、それより古い地質時代に形成された下末吉段丘は開析谷の数も多く、かつ谷が浅くて緩やかで

ある特徴を有している。

神田川の北側斜面(左岸）、特に文京区小日向から新宿区下落合に掛けて連なる段丘崖は急傾斜

の斜面となっている。反対に、神田川南側(右岸）の緩斜面となっている。このような神田川の両
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武蔵野台地東部 山手線周辺の地形模式図（台地と谷のようす）

（出典： 歩いてみよう東京 五百沢智也著 岩波書店(1994年）

の斜面となっている。反対に、神田川南側(右岸）の緩斜面となっている。このような神田川の両

岸の段丘崖の下には、湧水箇所が多く見られ、小さな池と緑のある環境になっている。しかし、近

年は湧水量が激減しており、多くの湧水は枯渇し、池の水もポンプで循環しているケースも多い。

また、台地と低地の斜面には坂も多く、特に文京区には菊坂、神楽坂、播磨坂、吹上坂、目白坂、

鷺坂、胸突坂など名のある坂が多く認められる。

下末吉段丘は今から約13～11万年前に関東一円が海（古東京湾）となり、その後、陸化したも

ので、武蔵野段丘は、今から10～3万年前、下末吉段丘を侵食して古多摩川が流れ、武蔵野礫層が

堆積して形成されたもので、いくつかの台地面を作り、豊島台、本郷台、目黒台などと呼ばれてい

る。各段丘の表層は関東ローム（武蔵野ローム･立川ローム）に覆われている。

参考文献：都市の水文環境 新井正、新藤静夫、市川新、吉越昭久 共著 共立出版（1987）

：新版 東京都 地学のガイド 貝塚爽平監修 東京都地学のガイド編集委員会編

コロナ社(1997)



断面位置図（地盤地質図）の凡例
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↓ ②小石川植物園

↑ ③善仁寺

↓ ④極楽水

⑤占春園 ↓

↑ ⑥還国寺

← ⑦鷺坂下の湧水
← ⑧今宮神社駐車場湧水

↓ ⑩椿山荘⑪関口芭蕉庵 ↓
⑫新江戸川公園 ↑

↓ ⑬おとめ山公園⑭野鳥の森公園 ↓

文京区(小石川付近）～新宿区(下落合付近）の東西地質断面図
東西地質断面図の凡例Ａ Ｂ
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↑ ⑥還国寺

← ⑦鷺坂下の湧水
← ⑧今宮神社駐車場湧水

↑ ⑨江戸川公園

⑫新江戸川公園 ↑

記号凡例 
　TMｌ ・・・立川、武蔵野ローム 　Ｔｏ ・・・東京層
　ｌｃ ・・・ローム質粘土 　Ｔｏｇ ・・・東京礫層
  Ho ・・・本郷層 　Ａｌ ・・・沖積層
  Mg ・・・武蔵野礫層 　Ｅｄ ・・・江戸川層

ＤＣ

高
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武蔵野台地東部のこの付近の地質は、表層部より関東ロー

ム（立川ローム、武蔵野ローム）、その下部にローム質粘土

(下末吉ローム）があり、その下は東京層（砂層及び粘土
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出典：東京都地盤地質図 地質断面図（東京都土木技術研究所)を使用

(下末吉ロ ム）があり、その下は東京層（砂層及び粘土

層）、東京礫層、江戸川層によって構成されている。

表層部の関東ロームは5-10ｍの層厚で、その下のローム

質粘土は1-2ｍと薄く、その下には地下水の帯水槽となる武

蔵野礫層が3-4ｍ程度分布し、その下が東京層（砂層及び粘

土層）、東京礫層が傾斜して10-20ｍ程度分布している。

神田川の谷部には沖積層の緩い砂や軟らかい粘土、腐植土

が分布している。川底の一部には東京層の粘土が露出する場

所も見られる。

　　　　　　　　


